
春秋の連続優勝～秋季大会～

10月26日、岡山県高等学校定時制
通信制秋季バレーボール大会が行われ
ました。男子の部では、いずれの試合
でもストレート勝ちをし、春季大会に
続いて優勝しました。また、岡山県高
体連定通部バレーボール専門部が今年
度の優秀選手
と認めるベス
ト６に本校か
ら３名の者が
選出されまし
た。
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CSとは、コミュニティ・スクール（Community School）の略で、学校運営協議会を設置ている学校を表します。本校は、昨
年度より、このコミュニティ・スクールに移行しました。「地域とともにある学校」を目指して、委員の方々はもちろんのこ
と、地域の方々のご協力をいただきながら、特色ある学校づくりを進めていきます。ご理解、ご協力をよろしくお願いします。

一般入試間近に迫る～特別入試で合格内定者決定～

２月５日・６日、特別入試を実施しました。１日目は、国
語、数学、英語の学力検査と作文、２日目は面接が行われま
した。この特別入試では、募集人員昼間部47名、夜間部12
名に対して、計52名の合格内定者を決定しました。
３月11日・12日には、一般入試を実施します。この一般

入試の募集人員は、昼間部48名、夜間部20名となります。
県立全日制高校と違い、特別入試同様に国語、数学、英語の
３教科の学力検査と作文、面接が実施されます。また今年度
より、一般入試では昼間部・夜間部の同日実施となるため、
出願時に第２志望まで記入できます。合格発表は、
３月19日です。本校ホームページに昨年度の作文
検査題を掲載しています。がんばれ受験生！

笑顔輝く！皆で作った最高の２日間～翔南祭～

11月7日（木）、8日（金）、本校の文化祭である「翔南祭」が開催されました。今年のテーマは、
「翔南祭 楽しまないの 厳しいって」でした。体育館ステージでは、ムービー上映やダンス、歌に加
えて、音楽部の演奏や３年生全員による合唱も披露され、大いに盛り上がりました。教室では、委員会
やクラスによる趣向を凝らした企画が展開されました。そのほか、授業作品の展示、唐揚げやチュロス
などの模擬店、PTAによるジュースの販売なども行われました。生徒たちの歓声や笑顔があふれ、思い
出に残る楽しい2日間となりました。限られた準備時間の中で、皆で協力して作り上げたすばらしい文
化祭でした。多くの保護者の皆様にご来場いただき、ありがとうございました。



標語でいじめ防止を～優秀賞受賞～

本校では、いじめ防止の標語作成に毎年取り組
んでおります。今年度も、校内選考した優秀作品
を「岡山県児童生徒いじめ防止ポスター・標語」
の標語の部に応募し、優秀賞をいただきました。
作品の応募を通して、いじめについて考えるよい
きっかけとなっています。

「楽しいの じぶんだけかも その行動」
２年 板橋 香心那（いたはし ここな）さん

◆3月1日は、本校の第20回卒業証書授与式です。57名がこの学び舎を巣立っていきます。
◆学校見学は、随時受け付けています。ご希望の方は中学校を通じて、ご連絡ください。
◆本校の学校案内パンフレットを置いてくださる事業者を募集中です。本校教頭までお知
らせください。 ※本校オリジナルキャラクター「チルチル」

生徒の未来を拓く専門的な学び～系列紹介②～

本校は、平成15年4月に開校した、昼間部と夜間部を設置する定時制高校です。学科は総合学科で、
４つの系列があります。前号に続いて、残る系列２つを紹介します。なお、以下の系列は、昼間部のみ
となります。

アパレルファッション系列
被服製作・デザインに関する学習を通して、様々な
作品を制作し、ファッ
ションに関する知識・
技術を身に付け、アパ
レル関連への就職や服
飾系への進学を目指し
ます。被服製作技術検
定に挑戦します。

生活福祉系列
生活・福祉に関する学習を通して、社会福祉に関
する知識や介護の技
術を身に付け、実践
力のある人材育成を
目指します。介護福
祉士実務者研修修了
を目指します。

負傷者を応急処置～県わかば賞受賞～

２年の難波未來さん、山本ソフィアさんが青少
年の善行をたたえる「県わかば賞」を受賞しまし
た。２人は通学途中に、自転車で転倒しけがをし
た男性と遭遇し、救急
車の要請と止血の応急
処置など、男性の救援
に努めました。「突然
のことで驚いたが、助
けられてよかった」と
振り返っています。

生徒の興味を引き出す体験型授業～夜間部「UP！」～
夜間部で行われている授業の一つ「UP！」は、本校独自のもので、国語・数学・英語を中心とした基

礎学力の育成（学び直し）、日常生活で生じる問題に対処する能力の育成のためのライフスキルトレー
ニング、職業理解を深めるための体験的な活動などの内容から成ります。特に、体験型の授業は、生徒
からも好評で、興味を持って楽しく活動しながら、関連する職業の理解を深め、自己の将来について考
えることにつながっています。以下、今年度の取組をいくつか紹介します。

6月28日、ぶっかけうどんで有
名な「ふるいち」から、栗坂社長
ほか２名の方に来校いただき、働
くとはどういうことかといった講
義をいただきました。その後、各
自で薬味を盛り付け、皆でうどん
をおいしくいただきました。

11月1日、株式会社城成の方に
お越しいただき、ドローンの活用
利点についてお話をいただいた後、
実演と生徒の操縦体験のご指導を
いただきました。初めて操る生徒
がほとんどでしたが、すぐに慣れ
上手に操っていました。

10月25日、竹製品で有名な真
備町の株式会社テオリの方をお迎
えし、竹の特性や地元産業につい
てお話しいただきました。その後、
生徒は、指導を受けながら、舟皿
を作り上げました。苦労しながら
も楽しく取り組んでいました。


